
チ‐ 栞岸 ′司 2025年 (令和 7年 )3月 2日 (日 曜 日 ) 社 会 2 ☆ (2

核禁会議で「証言の大運動」

ビキニ遺族 下本さん (高知市)も

米

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本

部
で
開
か
れ
る
核
兵
器
禁
止
条

約
第
３
回
締
約
国
会
議
に
参
加

す
る
た
め
、
日
本
原
水
爆
被
害

者
団
体
協
議
会

（被
団
協
）
の

被
爆
者
が
２
日
に
日
本
を
出
発

す
る
。
被
団
協
は
昨
年
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
。
被
爆
８０

年
の
今
年
は

「証
言
の
大
運
動

を
し
た
い
」
と
意
気
込
む
声
も

出
て
い
る
。
非
政
府
組
織

（Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
の
若
者
や
国
会
議
員
も

渡
米
し
、
原
爆
投
下
国
で
廃
絶

に
向
け
て
活
動
す
る
。

会
議
は
現
地
時
間
３
～
７
日

に
開
催
。
被
団
協
は
、
い
ず
れ

も
事
務
局
次
長
の
和
田
征
子
さ

ん
（８１
）
＝
横
浜
市
＝
と
浜
住
治

郎
さ
ん
（７９
）
＝
東
京
都
稲
城
市

＝
を
派
遣
す
る
。
広
島
の
胎
内

被
爆
者
の
浜
住
さ
ん
は
会
議
初

日
に
演
説
予
定
で
、
「被
団
協
の

歩
み
や
胎
内
被
爆
者
の
存
在
を

知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
意
気

込
む
。
長
崎
で
被
爆
し
た
和
田

さ
ん
は
、
大
学
や
教
会
で
証
言

・
を
行
う
。

広
島
市
出
身
の
被
爆
者
で
カ

ナ
ダ
在
住
の
サ
ー
ロ
ー
節
子
さ

ん
（９３
）
も
渡
米
す
る
と
い
う
。

東
京
、
広
島
、
長
崎
の
高
校

生
平
和
大
使
３
人
は
、
現
地
の

高
校
生
と
交
流
。　
一
般
社
団
法

人

「核
兵
器
を
な
く
す
日
本
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
事
務
局
の
浅

野
英
男
さ
ん
（２８
）
ら
が
現
地
か

ら
連
日

オ
ン
ラ
イ

ン
で
中
継

し
、
会
議
の
ポ
イ
ン
ト
や
様
子

を
報
告
す
る
。

学
生
団
体

「
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
　
Ｎ

Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
や

「核
政
策
を
知
り
た
い
広
島
若

者
有
権
者
の
会
」
（カ
ク
ワ
カ
広

島
）
の
メ
ン
バ
ー
も
現
地
入
り

し
、
配
信
中
継
に
登
場
。
カ
ク

ワ
カ
広
島
共
同
代
表
の
田
中
美

穂
さ
ん
（３０
）
は

「海
外
の
人
と

も
交
流
し
、
廃
絶
に
向
け
て
新

た
な
視
点
を
得
た
い
」
と
抱
負

を
語

っ
た
。

１
９
５
４
年
の
米
国
に
よ
る

太
平
洋
ビ
キ

ニ
環
礁
で
の
水
爆

実
験
に
よ
り
、
周
辺
海
域
で
被

ば
く
し
た
と
さ
れ
る
元
漁
船
員

の
長
女
、
下
本
節
子
さ
ん
（７４
）

Ｈ
高
知
市
＝
も
会
議
に
合
わ
せ

て
初
め
て
渡
米
し
、
イ
ベ
ン
ト

で
発
言
予
定
だ
。

国
会
議
員
で
は
、
自
民
党
が

派
遣
を
見
送

っ
た

一
方
、
公

明
、
立
民
、
共
産
、
れ
い
わ
、

社
民
の
各
党
は
議
員
を
派
遣
予

定
。
立
民
の
森
本
真
治
参
院
議

員
は
現
地
４
日
の
会
合
で
発
言

す
る
見
通
し
。

記者会見する被団協事務局次長の
浜住治郎 さん (左)と和田征子さん
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